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舞台に立つこと 
                       校長 長谷川  修  

 
 １１月に向けて季節は順調に冬に向かっているように感じます。暑すぎず、寒すぎない一

年でも最も過ごしやすい季節ではないでしょうか。一方、マスクをしている子どもが増えて

きたのも事実です。「寒さに負けない。」「風邪を引かない。」というのは言うことは簡単です

が徹底して行うのはなかなか難しいものです。しかし、この冬は是非ご家族でチャレンジし

てみてはいかがでしょうか。  
 
 さて、１０月に入り、様々な場面で子どもたちが学校内外で活躍する場面を見ること

ができました。１０月２７日には５年生が練馬区連合音楽会で、練馬文化センターの大

ホールにて堂々と、立派な演奏を披露することができました。大ホールと言えば 1000 人
以上収容できる練馬一のホールです。その中でスポットライトを浴びて大勢の観客の中

ですばらしく迫力のある演奏をすることができました。全員の息もぴったり合っていま

した。どんなに一生懸命練習しても大舞台で力を発揮するのは大変なことです。５年生

の計り知れない底力に感動しました。１０月２５日の日曜日には、４年生が白子川源流

祭りで学校の総合的な学習の時間に学んだ白子川学習の発表をグループ毎に行いました。

毎年４年生が行っていることですが、今年も、強い風吹く中、広場の仮設舞台の上でマ

イクを通して堂々と発表することができました。聴いている大人も感心する内容でした。 
そのほか、同日の大泉東地区祭では、大泉東小の体育館において、和太鼓クラブと、ダ

ンスクラブが日頃の練習の成果を発表することができました。  
 このように舞台に立って人前で発表をすることは、それだけで人を大きく成長させる

ことだと思います。それがどんなに小さな舞台であっても、立つのと立たないのでは全

く違うのです。人前に立ち、自分が試されることで自分がより強くなり、その経験が自

信となってさらに成長していけるのだと思います。  
 
 先日６年生の道徳の授業で「あなたは扉をたたき続けられますか。」という問いかけが

ありました。自分が目指すところに到達するためにはいくつもの扉があるでしょう。そ

れをあきらめずにたたき続けられる力が、こうした人前で舞台に立って発表する経験を

積むことでついていくのだと思います。がんばれ、大南小の子どもたち！  

お知らせ  
１０月１９日から５年１組の社会と１年１組の図書を堺  基（さかい  はじめ）教諭が指
導しています。  
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「みんなで協力し合い 楽しい思い出に残る移動教室にしよう！」を学年のめあてに、

９月の半ばから岩井移動教室の取り組みが始まりました。 運動会同様、限られた時

間を有効に使い、授業時数はできるだけ使わず、実行委員会や係活動は朝の時間や

休み時間を活用しました。それでも子どもたちから一切の文句は出ず、みんなで「協

力」し、自分で進んで活動をしていました。これだけで、この移動教室の取り組みは行

く前から大成功です。

出発後は、こちらが拍子抜けするぐらい「みんないい子」でした。集合の時間をしっか

り守り、お話を静かに聞く姿は学年の成長とまとまりを感じさせてくれました。どの見学

や体験先、宿舎での生活でも「協力」しながら活動し、夜はぐっすり眠っていました。

（たぶん）

今年の移動教室で見せた５年生の子どもたちの素晴らしい力を、普段の生活の中

で発揮できる「真の力」にし、来年の３泊４日の軽井沢移動教室をさらに成功させてほ

しいです。
５年担任 箱崎

岩井移動教室記


